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アシェルで 30nm 程度の粒径にできれば散乱断面積が約 30 倍大きくなる。シェル層が銀である事から金に比







審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
本論文では、金属ナノ粒子を用いたプラズモニックスを進展させて、高輝度の近接場光源を実現し、高輝度
光の非線形性を利用して可視光の二光子励起により紫外光相当の光触媒活性を実証した。光のナノテクノロ
ジーに留まっていた近接場光が、現実の化学反応に利用できる事を実証している。又、金属ナノ粒子を用い
たプラズモニックスは粒子間で生じる高い電磁場を活かして表面増強ラマンへと利用できる。これまで、金属ナ
ノ粒子の粒径により金属ナノ粒子配列の共鳴波長を調整していた。しかし、ラマン散乱断面積は概ね体積に
比例する事から、粒径が大きいほど有利である。本論文では、金をコア、銀をシェルにしたコアシェル構造を用
いることにより粒径と共鳴波長を独立に調整できる事を実証した。この実証も、金属ナノ粒子プラズモニックス
が化学・バイオセンサーとして現実の利用が可能な事を示したものである。本論文では、物理的概念を実証す
る為に、無機化学合成にかなりの労力を費やしており、物理的な概念を、生物や化学へ繋ぐ境際研究を行い、
生物や化学の分野へ波及できている点も評価できる。 
 以上の点で本論文は高い価値を持つと評価する。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月１９日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
